
2026年度入試 前期日程問題 電気電子工学専攻（修士課程）「①数学」 
 
＜出題の意図＞ 
微分方程式は自然現象や工学的問題など，様々な分野で重要な役割を果たしており，固有

値と固有ベクトルは，データ解析や物理学，工学など多様な分野で応用される重要な概念で
ある．数学的理論，線形代数の基礎理論を理解していることを確認するとともに，実際の問
題に対するアプローチや解法に関する能力を評価する問題である． 
 

数学













解答用紙 2026年度大学院入試 工学研究科＜電気電子工学専攻＞修士課程（前期日程） 

 

一般選抜【専門科目】 
 

この用紙に解答する科目の番号を○印で囲むこと 

①    ②   ③ 
 
以下の余白に、上記枠内に○印で囲んだ科目の問題番号および解答を記入すること。 

上記枠内に○印で囲んだ科目の解答用紙の枚数を記入すること（全２枚の場合は２と記入）。 

すべての解答用紙に受験番号（８桁）と氏名を記入すること。 
[Ⅰ] 

出題の意図：電気回路の基礎知識を問うもので、正弦波交流回路のインピーダンスの計算ができるかを

問うものである。 

 

(1) 

1-1’より右を見たインピーダンスの大きさを Zとすると以下の様になる。 

𝑍＝√𝑅2 + (𝜔(𝐿1 + 𝐿2) −
1

𝜔(𝐶1 + 𝐶2 + 𝐶3)
)

2

 

 

 

(2) 

電流𝑖(𝑡)が最大のときインピーダンスの大きさ Zは最小になる。 

従ってそのときの条件は 

 

𝜔(𝐿1 + 𝐿2) −
1

𝜔(𝐶1 + 𝐶2 + 𝐶3)
= 0 

となり、そのとき 
 

𝜔 =
1

√(𝐿1 + 𝐿2)(𝐶1 + 𝐶2 + 𝐶3)
 

 

                                 𝑍＝𝑅  

となる。 

 

(3) 

電圧𝑒(𝑡)と電流𝑖(𝑡)の位相差𝜑 は 

𝜑 = 𝑡𝑎𝑛−1(
𝜔(𝐿1+𝐿2)−

1

𝜔(𝐶1+𝐶2+𝐶3)

𝑅
) 

 

となるので、(2)のとき 

𝜑 = 0° 

 

となる。 

 

解答用紙 全  枚中  枚目 

 

受験

番号 
        氏名  

得点 

 

電気・電子回路



解答用紙 2026年度大学院入試 工学研究科＜電気電子工学専攻＞修士課程（前期日程） 

 

一般選抜【専門科目】 
 

この用紙に解答する科目の番号を○印で囲むこと 

①   ②   ③ 
 
以下の余白に、上記枠内に○印で囲んだ科目の問題番号および解答を記入すること。 

上記枠内に○印で囲んだ科目の解答用紙の枚数を記入すること（全２枚の場合は２と記入）。 

すべての解答用紙に受験番号（８桁）と氏名を記入すること。 
[Ⅱ] 

出題の意図：電気回路の基礎知識を問うもので、過渡現象における電流・電圧の関数を求めることがで

きるかを問うものである。 

 

(1) 

電流𝑖 = 𝑖(𝑡)，電荷𝑞 = 𝑞(𝑡)とすると電位平衡式より以下の様になる。 

𝑅
𝑑𝑞

𝑑𝑡
+

𝑞

𝐶
＝𝐸 

 

(2) 

𝑞(0) = 0より(1)で得られた微分方程式を解くと 

𝑞(𝑡) = 𝐶𝐸(1 − 𝑒−
𝑡

𝐶𝑅) 
となる。 

 

(3) 

𝑖(𝑡) =
𝑑𝑞

𝑑𝑡
=

𝐸

𝑅
𝑒−

𝑡
𝐶𝑅 

                                   
より 

𝑖(0) =
𝐸

𝑅
 

 

となる。 

 
(4) 

𝑣𝑅(𝑡) = 𝐸𝑒−
𝑡

𝐶𝑅 

             𝑣𝐶(𝑡) = 𝐸(1 − 𝑒−
𝑡

𝐶𝑅) 
(5) 

キャパシタンス𝐶に蓄えられる電力を𝑃𝐶とすると以下の様に求められる。 

 

 

𝑃𝐶 (𝑡) =    𝑣𝐶(𝑡)𝑖(𝑡) =
𝐸2

𝑅
(1 − 𝑒−

𝑡
𝐶𝑅)𝑒−

𝑡
𝐶𝑅 

 

解答用紙 全  枚中  枚目 

 

受験

番号 
        氏名  

得点 

 



解答用紙 2026年度大学院入試 工学研究科＜電気電子工学専攻＞修士課程（前期日程） 

 

一般選抜【専門科目】 
 

この用紙に解答する科目の番号を○印で囲むこと 

①   ②   ③ 
 
以下の余白に、上記枠内に○印で囲んだ科目の問題番号および解答を記入すること。 

上記枠内に○印で囲んだ科目の解答用紙の枚数を記入すること（全２枚の場合は２と記入）。 

すべての解答用紙に受験番号（８桁）と氏名を記入すること。 
[Ⅲ] 

出題の意図：電子回路の基礎知識を問うもので、オペアンプ回路における各電圧を求めることができる

かを問うものである。 

 

(1) 

𝑉𝐴＝
𝑉3

4
 

 

 

(2) 

 
                                    

𝑉𝐵＝
2𝑉1+𝑉2 + 𝑉0

4
 

 

 

 

(3) 

𝑉𝐴 = 𝑉𝐵より 

 

𝑉0＝𝑉3 − 2𝑉1−𝑉2    

 

 

を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答用紙 全  枚中  枚目 

 

受験

番号 
        氏名  

得点 

 



解答用紙 2026年度大学院入試 工学研究科＜電気電子工学専攻＞修士課程（前期日程） 

 

一般選抜【専門科目】 
 

この用紙に解答する科目の番号を○印で囲むこと 

①   ②   ③ 
 
以下の余白に、上記枠内に○印で囲んだ科目の問題番号および解答を記入すること。 

上記枠内に○印で囲んだ科目の解答用紙の枚数を記入すること（全２枚の場合は２と記入）。 

すべての解答用紙に受験番号（８桁）と氏名を記入すること。 
[Ⅳ] 

出題の意図：電子回路の基礎知識を問うもので、バイポーラトランジスタの増幅回路における出力電

圧・出力電流・電圧増幅度などを求めることができるかを問うものである。 

 

(1) 

 

𝑖1 = 𝑖𝑏より𝑣1 = (𝑅𝐵 + ℎ𝑖𝑒)𝑖1 

 

(2) 

𝑖2 = −𝑖𝑐より𝑖2 = −ℎ𝑓𝑒𝑖1 

 

(3) 

 

𝑣2 = 𝑅𝐿𝑖2 = −𝑅𝐿ℎ𝑓𝑒𝑖1 

 

(4) 

 

𝐴𝑣 = |
𝑣2

𝑣1

| =
𝑅𝐿ℎ𝑓𝑒

𝑅𝐵 + ℎ𝑖𝑒
 

 

(5) 

 

 

𝐴𝑝 = |
𝑣2𝑖2

𝑣1𝑖1

| =
𝑅𝐿ℎ𝑓𝑒

2

𝑅𝐵 + ℎ𝑖𝑒
 

 

 

解答用紙 全  枚中  枚目 

 

受験

番号 
        氏名  

 

得点 

 



出題の意図 

[1] 同心球内の電界について問う。 

[2] コンデンサ内の電界について問う。 

電磁気学
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